東京湾の水環境改善に資する環境浄化・修復技術のアンケート調査票

	Ⅰ．海域の環境浄化・修復技術に係る研究開発への取り組み意向について


　このアンケート調査では、海域の環境浄化・修復技術を以下のように分類しております。個々の技術の概要につきましては、別添の参考資料をご参照ください。

海域の環境浄化・修復に関する技術分類

○閉鎖性海域の水質・底質の直接浄化技術の分類

	
	物理化学的手法
	生物学的手法

	環境水の直接浄化
	１．凝集沈殿

２．接触沈殿

３．ろ過

４．曝気循環

５．導水

６．リン回収

７．その他
	14．接触酸化

15．植生浄化

16．微生物製剤・酵素

17．その他

	底質改善
	８．底泥酸化（曝気）
９．除去（浚渫）
10．封じ込め（覆砂）
11．栄養塩類不活性化

12．紫外線照射

13．その他
	18．バイオマニュピュレーション

19．その他




○閉鎖性海域の水質・底質の改善に資する環境造成技術

	
	物理化学的手法
	生物学的手法

	環境水の直接浄化
底質改善
	20．トレンチ

21．作れい

22．海洋の空（うつろ）
23．人工砂浜

24．導流堤・曝気護岸

25．湧昇堤

26．傾斜護岸

27．その他
	28．藻場・海中林

29．浅場

30．人工干潟

31．その他




（注）個別技術の番号はアンケート票に転記する際に用いる。

問１　現在、あなたが最も力を入れている研究開発は何でしょうか？　研究開発テーマ名、研究開発内容の概略をご記入ください。

	


問２　問１にご記入いただいた研究開発は、東京湾の環境浄化・修復技術に応用できますか、あるいは将来応用できますか。最もあてはまる番号に１つ○をつけてください。
	１．応用できる

２．現在すぐには応用できそうにないが、将来は応用できる可能性がある

３．将来的にも応用できそうにない


問３　現在までに、海域の環境浄化・修復技術の研究開発を行ったことがありますか。最もあてはまる番号に１つ○をつけてください。
	１．現在、海域での環境浄化や修復技術の研究開発に取組んでいる

２．現在は取組んでいないが、過去に海域での環境浄化や修復技術の研究開発に取組んだ

３．海域環境浄化・修復へ適用可能性のある技術の研究開発に取組んだ

４．現在も過去も海域での環境浄化・修復技術の研究開発に取組んだことはない
	→問４へ

→問４へ

→問５へ

→問８へ


問４　貴殿が取組まれた（取組んでいる）海域の環境浄化・環境修復技術の研究開発の概要について、主な研究開発テーマを２つ、以下の記入欄にご記入ください。
	
	研究開発１
	研究開発２

	研究開発テーマ名（具体的にご記入ください）
	
	

	開発対象となる技術名（参考資料からあてはまる番号を選びすべてご記入ください）
	
	

	取組内容

（あてはまる番号すべてに○をつけてください）
	1.統計解析、試験検査

2.フィールドサーベイ

3.基礎・応用研究（実験室）

4.実証（フィールド）実験

5.実用化研究

6.その他（　　　　　　　）
	1.統計解析、試験検査

2.フィールドサーベイ

3.基礎・応用研究（実験室）

4.実証（フィールド）実験

5.実用化研究

6.その他（　　　　　　　）

	水環境改善に関し、想定される効果（あてはまる番号すべてに○をつけてください）
	1.環境水の直接浄化

2.底質改善

3.その他（　　　　　　　）
	1.環境水の直接浄化

2.底質改善

3.その他（　　　　　　　）

	他セクターとの連携先（あてはまる番号すべてに○をつけてください）
	1.大学等教育機関
2.国公立試験研究機関

（独立行政法人含む）

3.民間大手企業

4.民間中小・ベンチャー企業
5.その他（　　　　　　　）

6.連携はしていない
	1.大学等教育機関
2.国公立試験研究機関

（独立行政法人含む）

3.民間大手企業

4.民間中小・ベンチャー企業
5.その他（　　　　　　　）

6.連携はしていない

	研究開発期間（西暦でご記入ください）
	（　　　　　）年～

（　　　　　）年

（終了・実施中）
	（　　　　　）年～

（　　　　　）年

（終了・実施中）

	研究開発の概要がわかる情報源、ＵＲＬ（具体的にご記入ください）
	
	


※研究開発テーマが３つ以上の場合、お手数ですが本ページをコピーし、ご記入ください。
問4-1　貴研究は、東京湾の環境浄化・修復にも適用可能であると考えられますか。

	
	研究開発１
	研究開発２

	東京湾への技術の適用可能性

（あてはまる番号に○）
	１．適用は可能

２．適用は不可
	１．適用は可能

２．適用は不可

	≪１．適用は可能と答えた方≫

技術が適用できるまでに満たすべき条件（具体的にご記入ください）
	
	

	≪２．適用は不可と答えた方≫

技術が適用できない理由（具体的にご記入ください）
	
	


※研究開発テーマが３つ以上の場合、お手数ですが本ページをコピーし、ご記入ください。

問５へお進み下さい。
問５　海域環境浄化・修復へ適用可能性のある技術の概要をご記入ください。またその技術は、どのような条件が満たされれば、海域環境浄化・修復に適用可能となりますか。
	技術概要
	条件

	（例）ロボット技術
	吸い上げたヘドロ水を凝集剤により浄化させ、綺麗になった水を海域に戻すロボットの低価格化

	
	

	
	

	
	


問６　過去に研究開発を行ったもしくは現在研究開発を行っている環境浄化・修復技術の中で、今後、他のセクターに供与できる技術もしくは要素技術はありますか。

	１．供与できる環境浄化・修復技術（要素技術を含む）がある

　→対象となる技術を１ｐ目の技術分類からあてはまる番号を選びすべてご記入ください


　→供与が可能になる条件を具体的にご記入ください


　→対象となる技術のうち、東京湾への適用可能な番号を選びすべてご記入ください




	２．供与できる環境浄化・修復技術（要素技術を含む）は特段ない


問７　貴研究を事業化するのに、不足しているリソースはありますか。（あてはまる番号すべてに○をつけてください）
	＜他企業等との連携リソース＞

１．他企業等の保有技術・ノウハウ

２．連携先の情報
３．他企業等とのマッチング機会

４．その他の連携リソース

（　　　　　　　　　　　　　　　）
	＜事業化リソース＞

５．事業化の手法、ノウハウ

６．ビジネス知識を有する人材確保

７．市場データ

８．その他の事業化リソース

（　　　　　　　　　　　　　　　　）

	


	


	Ⅱ．今後の取り組み意向について


問８　今後、研究開発していきたいと思われる、海域の環境浄化・修復技術はありますか。どちらかあてはまる番号に○をつけてください。

	１．研究開発したい環境浄化・修復技術がある

　→対象となる技術を１ｐ目の技術分類からあてはまる番号を選びすべてご記入ください


　→問９へ

	２．研究開発したい環境浄化・修復技術は特段ない　　　　　　　　　　　　　→問11へ


問９　今後、問８に記載した海域の環境浄化・修復技術のさらなる研究開発の推進に向け、不足していると考えられる要素技術はありますか。どちらかあてはまる番号に○をつけてください。

	１．自身に不足している環境浄化・修復技術（要素技術を含む）がある　　　→問10へ
２．自身に不足している環境浄化・修復技術（要素技術を含む）は特段ない　→問11へ


問10　問８で「１．自身に不足している環境浄化・修復技術（要素技術を含む）がある」と回答された方にうかがいます。

不足している環境浄化・修復技術をどのように確保するおつもりですか。
	１．自助努力で研究開発

２．他者からの技術供与もしくは共同研究開発

　→技術内容をご記入ください。


　→連携可能性のある先としてあてはまる番号すべてに○をつけてください。

ア．大学等教育機関

イ．国公立試験研究機関（独立行政法人含む）
ウ．民間大手企業

エ．民間中小・ベンチャー企業

オ．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	Ⅲ．その他


問11　環境浄化・修復技術の研究開発に直接関わりはなくとも、これら技術の評価や技術の適用時の効果検証に関わるモニタリング等、環境浄化・修復技術開発周辺の活動を行っていますか。最もあてはまる番号に１つ○をつけてください。
	１．周辺活動を行っている　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．現在は行っていないが、過去に周辺活動を行っていたことがある

３．周辺活動は現在も過去も行っていない　　　　　　　　　　　　　　→問12へ


問11-1　どのような周辺活動を行っていますか（いましたか）。具体的にご記入ください。

	


問12　本アンケートの内容ならびに海域での環境浄化・修復技術に関して、ご意見、ご要望等ございましたら、ご自由にご記入ください。
	


問13　今後、より詳細な情報をお聞かせいただきたい場合に、本調査にご協力いただけますか。最もあてはまる番号に１つ○をつけてください。
	１．訪問してインタビュー調査も可能

２．電話・電子メール等の質問への回答は可能

３．資料提供だけの協力なら可能

４．協力できない


最後に、ご回答いただきましたあなたのご連絡先を以下の空欄にご記入ください。

	貴大学・研究機関名
	

	ご芳名・ご所属
	

	電話番号・E-mail
	


（注１）ご協力いただきました方々には、本調査結果のとりまとめ完了後、調査結果をご送付させていただきますので、ご記入をお願い申し上げます。

（注２）ご記入いただきました個人情報は、当社の「個人情報保護方針」および「個人情報の取扱いについて」（http://www.murc.jp/profile/privacy.html）に従って適切に取扱います。

お忙しい中、ご協力ありがとうございました
大学・研究機関の方々へ





①連携を想定する企業・研究機関


②連携先への期待　等があればご記入下さい。








連携リソースのいずれかにご回答された方は、以下にもご回答下さい。





→問11-1へ
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